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System Consultant Wave  

12 月 7 日（金）抜擢人事には介添えを 

先輩が多くいるにもかかわらず、その後輩の若い人を抜

擢して上のポストにつけるという場合があります。そうい

う場合には、単に辞令を渡して“今度Ａ君が課長になった”

と発表するだけでは具合が悪いと思います。そんな場合に

は社長が、その課の一番古い先輩に、課員を代表して「わ

れわれは課長の命に従い頑張ります」というような宣誓を

させるなりなんなりして、はっきりけじめをつけさせるこ

とが必要です。それをしないでいると、変なわだかまりが

くすぶり、課全体が困ることにもなります。 

 抜擢人事には、そのように、社長が適切な介添えをす

ることが、非常に大事だと私は思います。 

 

12 月 8 日（土）上位者に訴える 

自分が最善を尽してもなお、これがいい方策だという確

信が生まれない場合は、ただちに上位者に訴える必要があ

ります。もちろん、それぞれの人が会社の基本方針にのっ

とりつつ、責任をもって自主的に仕事を進めていくという

姿はきわめて好ましいと思います。けれどもうまくいかな

い非常に困難な場合、自分だけで悩み、上位者に訴えない。

上位者はうまくいっていると思って安心している。どうし

てもいけなくなって、訴えたときにはすでに手遅れだとい

うことが往々にしてあります。 

具合の悪いときは瞬時も早く上位者に報告し

て指示を仰ぐ、それがほんとうの責任経営だと思

うのです 

 
12 月 9 日（日）世界に誇れる国民性 
同じ日本人でも細かくみれば、考え方や性格など実にい

ろいろな人がいるわけですが、しかしまた一面には、日本

人には日本人としての共通の特性というか、日本人独特の

民族性、国民性というものがやはりあるように思います。

日本独特の気候や風上の中で長い間過ごしているうちに、

たとえば日本人特有の繊細な情感というようなものが、し

だいに養われてきたと言えるでしよう。 

日本人の国民性のなかにも、反省すべき点は少なくあり

ませんが、とくに勤勉さとか、器用さとか、恵まれた気候

風土と長い歴史伝統によって養われてきたこういう特性

には、世界にも大いに誇り得るものがあるように思うので

す。 

 

12 月 10 日（月）限度を越えない 

 社会には、いわゆる常識というものがあります。そして

その常識に従って、ある一定の限度というものがあるはず

で、たとえば、お金を貯めることも結構なら使うのも結構

ですが、その限度を越えて吝嗇であったり、また金使いが

荒く、借金だらけであるということでは、世間が承知しま

せん。やはり、収入の範囲において、ある程度使うという

ことが許されるわけで、これを越すと信用問題が起こって

くることになります。 何をするにも、その限度を越えな

いように、お互いに十分注意し合い、行き過ぎたことは遠

慮なく忠言し合って、おのおの責任感を持ってやっていく

ことが望ましいと思うのです。 

 

12 月 11 日（火）持ち味を生かす 

家康は日本の歴史上最もすぐれた指導者の一人であり、

その考え方なり、業績に学ぶべきものは多々ある。しかし

だからと言って他の人が家康の通りにやったらうまくい

くかというとそうではない。むしろ失敗する場合が多いと

思う。と言うのは、家康のやり方は家康という人にしては

じめて成功するのであって、家康とはいろいろな意味で持

ち味の違う別の人がやっても、それはうまくいかないもの

である。 

人にはみなそれぞれに違った持ち味がある。一人として

全く同じということはない。だから偉人のやり方をそのま

ま真似るというのでなく、それにヒントを得て自分の持ち

味に合わせたあり方を生み出さねばならないと思う。 

 

12 月 12 日（水）呼びがける 

 自分が商売をしていて“これは良い品物だ。使えばほん

とうに便利だ”というものをみつけたら確固とした信念を

持って、お客さんに力強く呼びかけ、訴えるということが

大事です。そういう呼びかけをするならば、お客さんもお

のずとその熱意にほだされ、一度使ってみようかというこ

とになる。その結果、非常に喜ばれ、“なかなか熱心だ”

ということで信頼が集まり、自然商売も繁昌していくこと

になります。 

 要はそういう呼びかけを喜びの気持を持って行なうこ

と、そこにこそお客さんにも喜ばれ、世のため人のために

なる真の商売を成功させる一つの大きなカギがあるので

はないでしようか。 

 

12 月 13 日（木）命をかける 

「人多くして人なし」という言葉を、昔ある先輩から聞

いたことがある。考えてみると、会社経営においても普通

の状態では、間に合う人は大勢いる。ところがさて、大事

に臨んで間に合う人はというと、きわめて少ないものであ

る。では、どういう人が大事のとき役に立つか。その道の

知識とか経験が大きな比重を持つことは当然だが、ただそ

れだけではダメのように思う。その上に何が必要かという

と、「生命を賭す」気構えである。と言っても今日ではほ

んとうに命を捨てるということはきわめて少ないが、いざ

というときには「命をかけて」という気構えを、いつの場

合でも持っている人が、ほんとうに大事に役立つ人だと思

うのである。 

 


